
1.地方債現在高（借金がどれだけあるか） 2.実質公債費比率（借金の割合はどれだけか） （単位：％）

19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 基準年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 基準年度

計画目標値 A 4,824 4,468 4,227 4,158 4,085 計画目標値 A 18.1% 17.3% 16.2% 16.0% 16.5%

実績（見込）値 B 4,708 4,468 4,227 4,158 4,085 実績（見込）値 B 17.9% 16.6% 16.2% 16.0% 16.5%

乖離値 C（B-A） -116 -951 乖離値 C（B-A） -0.20% -0.70% -2.50%

乖離率 D（C/A） -2.4% -19% 乖離率 D（C/A） -1.1% -4.0% -13%

3.職員数 4.改善額（計画値を上回れば目標達成）
19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 基準年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 合計 補償金免除額

計画目標値 A 73 71 67 66 63 計画目標値 A 32 50 82 90 105 359

実績（見込）値 B 72 71 67 66 63 実績（見込）値 B 200 221 18 39 45 523

乖離値 C（B-A） -1 63 乖離値 C（B-A） 168 171 -64 -51 -60 164 513

乖離率 D（C/A） -1.4% 乖離率 D（C/A） 525.0% 342.0% -78.0% -56.7% -57.1% 45.7% 5237%

今後の見通し

1.公営企業債現在高（借金がどれだけあるか） 3.職員数
19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 基準年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 基準年度

計画目標値 A 153 143 129 122 115 計画目標値 A 1 1 1 1 1

実績（見込）値 B 153 143 129 122 115 実績（見込）値 B 1 1 1 1 1

乖離値 C（B-A） -77 乖離値 C（B-A） 1

乖離率 D（C/A） -40% 乖離率 D（C/A）

3.改善額（計画値を上回れば目標達成）
19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 合計

計画目標値 A 3,183 3,183 3,183 4,091 4,091 17,731 実績値が計画承認時の目標値に届かない理由・今後の見通し

実績（見込）値 B 2,322 3,183 3,183 4,091 4,091 16,870

乖離値 C（B-A） -861 -861

乖離率 D（C/A） -27.0% -4.9%

1.公営企業債現在高（借金がどれだけあるか） 2.職員数
19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 基準年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 基準年度

計画目標値 A 2,025 2,401 2,787 3,063 3,001 計画目標値 A 1 1 1 1 1

実績（見込）値 B 1,956 2,401 2,787 3,063 3,001 実績（見込）値 B 1 1 1 1 1

乖離値 C（B-A） -69 1,082 乖離値 C（B-A） 1

乖離率 D（C/A） -3.4% 56% 乖離率 D（C/A）

3.改善額
19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 合計 ※すべて目標を達成しました。

計画目標値 A 7 7 7 10 10 41

実績（見込）値 B 10.5 7 7 10 10 44.5

乖離値 C（B-A） 4 4

乖離率 D（C/A） 50.0% 8.5%

簡易水道会計

水道事業会計

（単位：百万円）

1,919

（単位：百万円）
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11,326

204%

（単位：千円）

（単位：人）

（単位：百万円）

補償金免除額

5,544
経営改善のため、料金収入の増を目標としたが、十和
田湖の観光客の減少と人口の減少で使用量が減り、料
金改定をしても目標値に届かなかった。今後もできるだ
け収入増に努力したい。

545%

補償金免除額

6.9

5,036

（単位：百万円）

（単位：人）

38

（単位：人）

財政健全化計画等執行状況

9.8

これは、国などから過去に5％以上の高金利で借り入れた資金を平成19年度～21年度に、補償金免除で繰上償還（期限より前に借金を返すこ
と）するために必要な計画の執行状況です。通常、繰上償還する場合、利子から計算した「補償金」を支払わなければなりませんが、行政改革・
経営改革を内容とした「財政健全化計画」を策定すると「補償金なし」で繰上償還できるという特別な制度ができました。小坂町もこの制度を利用
して繰上償還しましたので、計画がどれだけ達成できたかを皆さんにお知らせします。
平成19年度(下線の数値)は実績値、平成20年度～23年度は見込みです。普通会計と簡易水道会計の改善値で目標値に届きませんでしたが、
全体的には概ね目標を達成しました。

普通会計

平成19年度で、改善項目に見込んでいなかった、法人町民税が町内企業の好調な業
績によって大幅な増収となり、この分を改善額として加味した結果、計画値を上回るこ
とができた。今後も経常的な経費については計画どおり徹底した削減に努めたい。

19.0%

（単位：百万円）


